
日本に古代はあったのか

井上章一一

国際 日本文化研究センター

しばらくおつ き合 いください。歴史 の話を します。法隆寺 とい うお寺があること

は、皆 さんご存 じだ と思います。7世 紀の終わ りか8世 紀の初めに、再建 されま し

た。以前、私はその法隆寺についての本を書 きま した。 これ をあるイギ リス人の建

築家 に紹介 したんです よ、 日本の古代建築 である法隆寺を論 じた本だ、 と。す る

と、そのイギ リス人建築家は、僕に疑問を突 きつ けま した。 「7世 紀の終わ りか ら

8世 紀 の初め、それは中世 じゃないの。 なぜ そんなのが古代 なの」 と言われ ま し

た。言 われてみれ ばそのとお りで、 ヨー ロッパでは7世 紀 の終わ り、8世 紀の初め

の修道院は、中世 の建築です。中世の修道院です。 なぜ 日本の法隆寺は古代になっ

てしま うので しょうか。その疑問か ら、私 は、 日本 の古代史 とい うのは一体 どのよ

うに してつ くられたのだろうとい うこ とに興味を持っ ようにな りま した。

そもそ も古代 とは何 なので しょうか。僕 らは、学校で、中学校や高等学校でヨー

ロッパの中世は5世 紀 に始まると教わ ります。ですが、 日本の中世 は12世 紀の終わ

り、鎌倉時代 に始ま ると教わ ります。何 と700年 ぐらい違 っています。ほんと うに

ヨー ロッパ と日本は700年 もずれていたのだろ うか とい うことを考 えさせ られま し

た。

ヨー ロッパ の古代史 とは何で しょ うか。ち ょっ と歴史の復習 を してみて くだ さ
い。地中海にアテネやスパルタをは じめとす る都市国家ができます。やがてそれ ら
は、 ローマ帝国に よって1つ の地中海帝国にま とめられます。ですが、4世 紀、5

世紀には、北のほ うか らゲルマン民族が入 ってきて、古代のローマ帝 国の西側は壊

され、ゲルマン人たちの小 さい国々ができてい く。 これを ヨーロッパ の中世史 とし

て普通皆 さんは位 置づけていると思います。

実は、これ とほぼ同じ歴史が東 アジアの中国にもあ ります。紀元前6世 紀か ら7

世紀の春秋時代 と言われ る時代に小 さい都市国家が幾つ もできました。丘があるん

です よ。丘の上に神殿 が建って、その周 りで市民が暮 らしを営み、その周 りをさら

に城壁 が囲む、そ うい う小 さい都市国家が幾つ もできました。そ して、その春秋時

代に、孔子や孟子 をは じめとする、今 日にまでつづ く東アジアのクラシ ックの著者

た ち。 ヨー ロッパ でいえば ソクラテ ス とかプ ラ トンに当た る人たちが出たわけで

す。 ですが、紀元前3世 紀になる と、その中国の都市国家群は、秦帝国や漢帝国 と

い う強大な帝国によって支配 され るようにな ります。都市国家か ら強大 な帝国とい

う歴史を中国 と地 中海 はともに持っています。

地 中海 と同 じよ うに、中国にも、北の方か ら異民族が入 ります。匈奴 とか鮮卑 と

呼ばれ る遊牧民たちです。そ して、匈奴や鮮卑たちは、漢帝国崩壊後の中国に、彼

ら自身の小 さい国々を幾つもつ くっていくのです。三国時代のあ とに くる時代、4

世紀か らの五胡十六国時代 と言 われ る時代がそ うです。おわか りで しょうか。都市

国家か ら強大な帝国、そ して、北のほ うか ら異民族が入 ってきて小 さい国々に分か

れ る。 中国と地 中海 は、その点でほ とん ど並行 した歴史 をたどっています。 この並
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行性か ら、京都大学の東洋史学は、漢帝国までを中国の古代、漢帝国が崩壊 してか

ら後、つま り3世 紀以後を中国の中世 として位 置づけてきました。

特に際立つのは宮崎市定先生の世界史です。漢帝国に入ってきた北方の異民族、

匈奴 と鮮卑です が、匈奴 と鮮卑は、お互いに勢力争いを します。そ して、匈奴 は負

けます。その負 けた匈奴 は、次第 に西のほ うに移 ります。そ して、5世 紀には、ス

ラブ地方にた どり着 きま した。 それがフン族です。そのフン族に押 されて、ゲルマ

ン人たちは西 ローマにた どり着 きます。宮崎市定先生はこの現象 から、ユー ラシア

全体の中世 をアジアの遊牧民たちがつ くったのだ と、み なされま した。 中国の古代

帝国 もその崩壊後はアジアの遊牧民に蹂躙 され、地中海の古代帝 国もアジアか ら来

た遊牧民に、遊牧民ではないですね、遊牧民が追い出 したゲルマン人に壊 され る。

ここの歴史を、匈奴、 フン族 とい うユーラシアの遊牧民がユー ラシア全体に新 しい

中世をもた らしたのだ と宮崎市定先生は考えられ とのです。僕は、大変 この話 をお

もしろく思い、共感 を持っています。

ところで、中国は3世 紀か ら中世になるとい うこの見方は、京都大学では認 めら

れていますが、東京大学では受 け付 けていませ ん。東京大学は、伝統的 に10世 紀か

らを中国の中世 と考えます。唐 とい う国が壊れ、宋に移 る、この唐か ら宋への移行

を、10世 紀の移行 を古代か ら中世へ の移行 と考えます。 これは、お も しろい現象

で、例 えば 「中国古代政治史研究、隋唐の官僚制 をめ ぐって」 とい うよ うな論文が

あれば、タイ トルを見ただけで、東京大学の関係者が書いた論文だ とい うことがわ

か ります。 「中国中世政治の研究、隋唐貴族制 の展開をめぐって」 と書いた論文が

あれ ば、間違いなく京都大学関係者 の書いた論 文です。

困るのは、他大学の出身者 です。京大 と東大を出た人は、お互いの学閥に従って

仕事をすればいいのです が、ほかの大学を出た人 は、結構困るんですよ。将来 どっ

ちの学閥に就職するかわか りませんか ら、な るべ く時代 区分 については言わないよ

うに しようとい う処世術 を彼 らは身につけています。 日本の学界 とみなさんに、 ど

ういったおつき合いあるか私にはよくわか りませんが、学閥対立とい うのは、大変

お もしろい現象です。

僕 は京都大学 を卒業 しました。それで、京都大学の立場に立って中国史を考えま

す。3世 紀に中国は古代史を終 えた。そ して、3世 紀か ら中世に入る、そ う考えま

す。それはなぜか とい うと、北方の異民族が、帝国崩壊後に、彼 らの国 をたててい

くとい う同 じ歴史があるか らです。

3世 紀に中国では魏、呉、蜀 とい う三国が対 立し合 う時代にな ります。帝国がこ

われ、分裂的な中世がは じまるわ けです。その魏 とい う国 と、 日本の邪馬台国は国

交を結んでいました。邪馬台国の卑弥呼は、魏 に使 いを送っていま した。そ うす る

と、邪馬台国、3世 紀の邪馬台国は東アジアの中世史に入れて もいいのではないで

しょうか。鎌倉幕府か ら中世 が始まると私たちは習います。12世 紀か ら。 ですが、

3世 紀の邪馬台国から中世を始 めて何が悪いんだ ろ う、む しろ、東アジアの歴 史を

考えれば、そのほうがいいのではないかと私は思 うよ うになっています。

話 を変えます。宗教の話を させて くだ さい。 ギ リシャにオルフェウスの伝説があ

るのは皆さんもご存 じだと思います。オル フェ ウスの妻が亡 くな り、死者 の国に行

くわけですね。エウ リュディケやったかな、これ を、オル フェ ウスが迎えに行きま

す。すると、死者 の国の王であるハデスは、彼女が現世へもどるのをゆるすんです

よ。死者の国の洞窟か ら地上 に帰 らせ るんです。その途中でオル フェウスが振 り返
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る と、彼女は帰れない とい う約束をさせ て、洞窟 を帰 らせるんですね。だけど、後

ろか ら妻がついて くる足音が聞 こえないので、思わず振 り返 る と、後ろにいた妻

は、 「ああ、あなたは結局振 り返って しまったのね」 とい うことで、この世には戻

れ ない話です。 これ とほ とん ど同 じ話が 日本の神話にあ ります。イザナギの話で

す。全 く同 じつ くりになっていますが、これが似ていることを言いたいのではあ り

ません。私が強調 したいのは、地中海の神話でも 日本 の古い神話でも、亡くなった

人は天 国や地獄に行かない とい う点です。極楽 とか地獄 とい うよ うに、善悪であの

世が分け られ るのではあ りません。十把一か らげの死者の国へ行っているとい うこ

とに注 目してほしいのです。いいこ とをした ら天国に行き、悪いことをした ら地獄

に行 くのではあ りませ ん。 ともに死者の国に行 っているわけです、キ リス ト教や仏

教以前 の神話では。

これ に対 し、仏教は、天国 と地獄 を分けます。あの世を善悪の2つ に分 けます。

キ リス ト教 も善悪 の2つ に来世 を、来世 と言 うのは変やね、次の世を分けます。比

べれば、仏教 とキ リス ト教はよく似た ところを持ってい るのではないで しょ うか。

そ ういえば、神 は最後の審判で復活 します。仏教 でも弥勒菩薩は56億7,000万 年後

によみがえることになっています。モーゼ には十戒 とい う戒律があ ります。ブ ッダ

にはその半分 の五戒 とい う戒律があ ります。イエスには12人 の弟子がいま した。ブ

ッダには10人 の弟子がいます。イエスはユダに裏切 られま した。ブ ッダはダイバダ

ッダに裏切 られます。仏教の数珠 とカ ソリックのロザ リオは何 と似かよっているこ

とで しょうか。カソ リックの洗礼の儀式 と仏教 の灌頂の儀式 もほとんどそ っくりで

す。

私はこ う考 えます。 この2つ は結構似 てい るんだ。 キ リス ト教はシナイ半島で生

まれま した。仏教 はイン ドの東北部で生まれています。そ して、シナイ半島か らイ

ン ドの東北部 には さまれた地域では、善悪の二元論を持った世界宗教が幾っ も生ま

れたのです。マニ教がそ うで した。 ゾロアスター教がそ うです。その世界宗教地帯

の一番西の端か ら生まれたのがキ リス ト教で、一番東の端か ら生まれたのが仏教だ

ったのではないで しょうか。

シナイ半島は、ローマ帝国領内に入 りますか ら、1世 紀のローマにはキ リス ト教

があ ります。そ して、 この教 えは、紀元6世 紀には ヨー ロッパ全域にた どり着 きま

した。一方、仏教は、紀元1世 紀に漢帝国にた どり着 きます。 そして、紀元6世 紀

には 日本 に届 きま した。 ヨーロッパではキ リス ト教が普及 していく推移を中世的な

現象だ と考えます。 にもかかわらず、 日本では仏教が届 くことを古代仏教の伝来 と

みな します。ユーラシアの世界宗教は、ほとん ど同 じよ うに東西対称に伝わってい

ったのに、なぜ ヨー ロッパはそれを中世 と呼び、 日本 はそれ を古代 と呼ぶので しょ

うか。 中世の仏教は、 日本では法然や 日蓮、親鸞、あるいは一遍、つま り鎌倉新仏

教か ら始ま るとされます。12世 紀、13世 紀か ら中世仏教が始まるとされます。一体

なぜ私 たちの歴史は、そんなに鎌倉時代を重視 しなければな らないので しょうか。

ごめんなさい、 さっき私は、邪馬台国か ら中世 を始 めてもいい、3世 紀か ら中世

を始めてもいい と言いま した。 しか し、今、仏教が伝来 した6世 紀か らを中世にし

てもいい とい う話を しています。一体 どっちなんや、3世 紀か6世 紀か どっちなん

や といぶか しく思われる方がい らっ しゃるか もしれません。僕は、基本的に3世 紀

か らの東 アジア中世 史でいい と思っています。ですが、卑弥呼 はシャーマ ンで し

た。まだ、世界宗教は届いていません。その ことを考 えれば、6世 紀か らの中世史
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を想定 してもいいかなと思っています。ただ、12世 紀から中世をはじめる今の 日本

史にはな じめないとい うことです。

しか し、 日本の歴史家は、 こうい うことを全 く考えませ ん。 このごろの学界は、

平安時代の中ごろか ら中世 を始めるよ うにもな りだ しています。ですが、僕 らの習

う教科書は、鎌倉時代か ら、1192年 、 「いい くにつ くろ う鎌倉幕府」 といって、中

世 をは じめます。最近は、源頼朝が守護 ・地頭 を設置す る1185年 を例にとって 「い

いは こたてよう鎌倉幕府」 と学校では教 えてい るらしいです。

まず、鎌倉 問題ですが、 目本史 って古代 を平安 時代に終わ らせますよね。鎌倉時

代か ら新 しい武家の世の中が始ま ります。 中世は安土桃 山時代で終 わり、近世 は江

戸で始ま ります。古代の腐 り切った貴族 とお坊 さんの世の中を武士が打倒 して、鎌

倉 に幕府 をつ くった、これが新 しい中世。戦国の混乱 した世の中を最終的 にま とめ

上げて、統一政権をつ くったのは江戸の徳川幕府 、これで江戸時代 からが近世。 こ

の歴史、変だ と思わないで しょうか。新 しい中世 と近世は常に関東地方で始まって

います。 この新 しい世の中に乗 り越 えられ る古い時代は常に近畿地方に中心をおい

てます。ま るで近畿は古 くて停滞 的でお くれてい るけれ ども、関東は進歩的で進ん

でいて新 しい と言わんばか りの情操教育 を私たちは受 けてきたのではないで しょう

か。私は、関西人の1人 として、 この歴史、東京がつ くった、東京のイデオ ロギー

でま とめた歴史に大変強い違和感 を抱いています。き ょう、私は、 しゃべれへんせ

い もあ るんですが、共通語 ではな く京都弁 のイ ン トネーシ ョンで しゃべ っていま

す。何が悲 しくて東京弁 を しゃべ らなあかんのや とい う気持 ちも強 く抱 いていま

す。私の中には、京都、関西イデオ ロギーがあ ります。それはご了解 くだ さい。

私 の幼いころに教わった歴史にこんなのもあ りました。平家、平清盛が率いた平

家は、京都 にいたので、武士 としては腐 って しまった。公家のようになって堕落 し

て しまって、武士の世の中をつ くることができなかった。だけど、源頼朝は、関東

にいた。京都の毒牙に染ま らなかったので、関東地方に健や かな武家の世の中を切

り開 くことができた。そ うい うふ うに教わ りま した。イ可とい う歴 史で しょ うか。 関

東地方 にいれば、人間は健康になる、京都 にいれば、人 間は腐 る、何 とい う情操教

育で しょうか。私は、こ うい う教育を許 してきた近代 日本百数十年 に強い憤 りを抱

いてお ります。

急ぎます ね。実 を言 うと、江戸時代 の歴史家は、京都 にい ると人は腐 るとい う歴

史観 を持 っていませんで した。関東で人間が健やかに育つ とい う歴史観 を江戸時代

の歴史家は持 っていませんで した。武士が台頭 してい くこ ともそんなに美 しくは描

きませ んで した。江戸時代の歴史家たちは、朝廷の権威 を見 くび るよ うなことをし

て申 しわけあ りません と、後 ろめたそ うに武士の台頭 を描いていま した。 これ を京

都 にいる と人問が腐 ると言い、関東 にいると健やかだとい うふ うに描 くよ うになっ

たのは、明治以降です。つま り、天皇を京都 から東京へ運んだ後につ くられた歴史

観 なのです、これは。そ して、それ を、中世だと言い切った最初の歴史家は、原勝

朗 とい う人です。今か らち ょうど101年 前、1906年 に原勝朗は 『日本 中世史』 とい

う本 を書 きま した。そこでは、こう言っています。平安時代の終わ りごろに関東地

方 で うごめいている武士たちを見 ると、まるでローマ のタキ トゥスがゲルマニアの

戦士を描 いたよ うに思える。 そ うだ、関東平野 はゲルマニアなのだ、京都盆:地がロ
ーマ帝国なのだと、そ う考 えたのです。そ して、 ローマ帝国である京都盆地 をゲル

マニアである関東平野が乗 り越 えたことに、 ヨー ロッパ と同 じ変化、古代から中世
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への移 り変わ りを原勝朗は読み取ったのです。

ついでに言 うと、原勝朗はこ うも考 えていま した。京都 には中国の影響 が強 くあ

る。だか ら、それはほんとうの 日本ではない。 だけ ど、関東平野 に中国の影響はあ

ま り届 かなかった。だから、関東平野 において こそ、ほん とうの 日本 の民族の歴史

はあるのだ と考えたのです。 日本 の民族の歴史は、ゲルマニアがた どったそれによ

く似ている。京都 から関東へ 中心が移 ることこそが、 日本 の歴 史が中国的な歴史か

らぬけだ し、 ヨーロッパ的な歴史をた どった ことをしめてい るとい う、いわゆる脱

亜論的な見通 しを持 ったわけです。

しか し、あの小 さい関東平野がゲルマニアになるので しょうか。あの京都盆地 を

ローマ帝 国に見立てて もかまわないので しょうか。私 は、東アジアの歴史を考えれ

ば、 ローマ帝国になぞ らえるべきは黄河流域の中国中原であ り、ゲルマニアに見立

て られるべきはバイカル湖か らゴビ砂漠を経て満州に至る大平原であろ うかと思い

ます。3世 紀に中国は中世史を迎えた とい う世界史に全 く見向きもせず に、ものす

ごくみみっちい、ちっぽけな京都 盆地 と関東平野の闘いで中世を語ったのが原勝朗

なのです。僕は、 こうい う見方に関西人 として違和感 を抱 くのみならず、東アジァ

人の1人 としても違和感 を抱いてい る次第です。 ちょっとうそが入 っているかな。

原勝朗先生は、後 に京都大学 に赴任 なさいま した。そ して、京都大学で西洋史 を

教えはるのですが、子供が京都弁を しゃべるよ うになったのですね。子供が京都弁

を しゃべるたびに、原先生は子供を殴 っていた といいます。 なん とい うことで しょ

うか。今 、私たちの教科書に流れている 日本史、 日本 中世史 は、京都弁 を子供が し

ゃべ るたび に殴っていたよ うなおっ さんがつくった歴史なのです。私が抱いている

違和感 の勘 どころも察 していただけたか と思います。

ちょっ と別の話にな りますが、今終 わるとちょうど時間回復できるねんね。 もう

ち ょっ といい?

モス クワへ来たら、これが言いたかったんだとい う話 を続いて させてください。

モスクワの歴史家の皆 さんも長 らくマル クス主義に、親 しんでこられたと思います

が、 日本の歴史家たちもマルクス主義 に長 らくつかってきま した。 日本 には じめて

マル クス主義が伝わったのは1920代 だ と思います。そ して、奈良時代や平安時代の

ことをマル クス主義風 に考 えるよ うになったのは、1930年 代か らだと思います。で

すが、そのころのマル クス主義者たちは、例えば奈良時代のことを 日本 の古代だ と

は考 えませ んで した。 なぜか とい うと、古代は奴隷制社会だけれ ども、大化の改新

や律令制についての資料を見ても、奴隷 がそんなにた くさんいた とは思 えないか ら

です。奴婢 とい うのがいますが、せいぜ い人 口の1割 もないだろ う。 これは奴隷制

社会 じゃあない。 日本 は原始的な部族 、氏族社会がそのまま大化の改新 を経て封建

制国家 に移 ったのだと、初期のマル クス主義者たちは考えま した。っま り、 日本 に

古代 はない、 日本史は中世か ら始まる と考えていたのです。

ところが、1930年 代の中ごろか ら、渡辺義通 とか、後には石母 田正 とか松本新八

郎 とか、そ うい うよ うな人たちが、いや 日本には奴隷制があった とい うふ うに考え

るようにな ります。特に渡辺義通ですね。 ですが、その論拠は、はっきりしない。

どんな史料を見てもそんなに奴隷が多い とは思えないですか らね。 でも、渡辺は多

くの班 田農民た ちが建設工事に動員 されていたことを、奴隷制の しる しに しま し

た。道路 をっ くらされ る、建物をつ く らされ る、もっと前です と大きい古墳をつ く

らされ る。 こんなのは奴隷の仕事だ とい うことで、 日本にも古代奴隷制があった と
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井上章一

1935年 ごろか らのマル クス主義者たちは考 えたのです。 この見立てに先ほ ど申 し上

げた関東が中世を切 り開 くとい う見方 もくっついて、戦後の歴史学ができ上が りま

す。

私は、この奴隷制や とか封建制 とい う議論が ほん とうのところよくわか らないん

です。歴史の史料 を見て、ある耕作者 がいる としま しょう、この耕作者 が奴隷 なの

か農奴 なのかとい うのは、はっき りわけ られ ない ことが多い と思います。 こんな議

論 で歴史 を論 じるのは、 ほん とうは困った ことではないかなと思 うのです が、た

だ、中世 とか古代 とい う言い方には、マル クス主義者たちが決 めてきた部分 もあ り

ますか ら、 この議論に もっき合わなけれ ばな らない と思いました。 それで、昔の論

文 をいろい ろ調べ たのです。 そ して、1930年 代 の初 めごろのマル クス主義者 たち

が、 日本に古代はない、大化の改新以降が中世 的な封建国家だ と位 置づ けてい るこ

とを知 りました。 日本には古代奴隷制があった、中世は鎌倉時代か らだ とい う見方

がマル クス主義者の間にも広がったのは1930年 代 の後半か らであることも知 りま し

た。

ここで私が注 目したいのは、昔の ソビエ トの歴史学です。ニ コライ ・コンラ ッド

とい う方を皆 さんは当然 ご存 じだ と思います。ニコライ ・コンラッドももちろんマ

ル クス主義 に従って歴史を書 くのです が、大化の改新や律令制の史料を見て、 日本

にそれほど奴隷が多かった とは思えないので、その時代 を中世的な封建 国家だ と位

置づけています。ニ コライ ・コンラッ ドの本 は、1930年 代の 日本でも翻訳 されてい

ます。私は、ロシア語が読めませ んが、その翻訳 されたコンラッ ドの本 でそ うい う

ことがわか りま した。後に、1960年 代に入って、 コンスタンチン ・ポポフとい う、

や は りロシアの 日本学者が、 日本 の奈良時代 を中世封建社会 として位置づ けている

ことを知 りま した。っま り、ソビエ ト時代の歴史家は、中世史を6、7世 紀か ら始

めて構わない とい う考えを、私 と同 じ歴史観 を持っていて くれていることを知った

わけです。それで、私は、 こんな ことを皆 さんがど う思われ るかわか りませんが、

いや、 ソビエ トもなかなか大 したものだな と思 うようにな りました。

ところがです。次か らは、ち ょっ と私、ロシア語が読めないので、読める人に教

えてもらったのですが、1988年 に出たクズネツォフの 『日本史』 とい う本 があるら

しいです が、このクズネツォフ さん、これ は大学の教科書にもなってい る本 らしい

のですが、封建 日本 を7世 紀か ら始めています。律令 時代、奈良時代は中世 に組み

入れています。 トル ス トグーゾフとい う人の 『7世 紀一14世 紀の 日本歴史概論、封

建制の形成』 とい う本 も同じです。 これは1995年 の本です。 ところが、1998年 に出

た、 ごく最近ですが、ズー コフとい う人の 『日本史』を読む と、 この本では 日本中

世史を鎌倉時代か ら始めています。つま り、ソビエ ト時代には、私の持 っている謄

史観 とわ りとよく似 た歴史があったのですが、現代 ロシアは 日本の東京 がまき散 ら

す歴史に連帯 しているよ うです。 これを私は非常に切な く思います。昔はあんなに

いい歴史観 を持っていたのに、なぜ今東京の軍門に下っているのだ と。別 にそのこ

とで皆 さんに反省 を迫 ろ うとは思いませんがね。

ちょっと待ってくだ さいね。 日本 に古代はない、必要ない とい うこの考 えを私は

いずれ本にす るつ も りでお ります。 しか し、おそ らく、いや間違いなく、 日本の歴

史学会は、見て見ぬふ りをす るで しょう。黙殺 されるに違いないとい う絶大な 自信

を持っています。 なぜ かとい うと、 目本 には、専門は何ですか と尋ね られると、古

代 史です と答える人が 山ほどい るか らです。今 さら古代はない と言 えないで しょ
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日本に古代はあったのか

う。あちこちの学会 に古代史部会 と呼ばれ る名 前の研究会があります。今 さらその

名前をやめなさい とは言 えないで しょう。ですか ら、多分 日本 古代史は続 くと思い

ます。 いや、私 自身、将来書 く別の論文では、古代の 日本 と書いて しま うかもしれ

ません。そのほ うが通 りもええしね。皆 さん にも私の歴史には従わない ほ うがいい

と、そ う申 し上げます。万が一 日本 へ行 かれ た ときに、井上 のことを尋ね られ た

ら、鼻であ しらってやって ください。無視 して くだ さって結構 です。ただ、無視 し

てくだ さって結構なのですが、心の どこかに、 日本の歴史学会がお しっ ける歴史の

見取 り図に全身で歯 向かい、京都 と関西のた めに魂を傾 けた男がおったんだ とい う

ことを どこかで心にとどめていただければ、これ に過 ぎることはあ りませ ん とい う

ことで、ほんまは もうち ょっ と長話 しするつ も りやったんですが、は しょって、 自

分の話 を終えたい と思います。

どうもあ りが とうございま した。
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